


































































その他（１）資料 

学校における食物アレルギー対応マニュアルの改訂について 

 

令和６年３月２８日 

保健給食課 

 

本市の学校における食物アレルギー対応については，平成２８年８月に改訂した「学校における

食物アレルギー対応マニュアル」に基づき実施しているところです。今般，前回改訂から７年が経過

し，学校現場の状況が変化していることから，実情に沿ったマニュアルとするため改訂をするもの

です。 

今後も，食物アレルギーを有する児童生徒に安全安心な給食を提供するため，学校と保護者，関係

機関が一体となって，マニュアルに基づいた対応を徹底し事故防止に努めます。 

 

１ これまでの各種ガイドライン等 

◆平成２２年３月 「学校における食物アレルギー対応マニュアル」ひたちなか市教育委員会 

◆平成２６年３月 「学校における食物アレルギー対応の手引き」 茨城県教育委員会 

◆平成２７年３月 「学校給食における食物アレルギー対応指針」 文部科学省 

◆平成２８年８月 「学校における食物アレルギー対応マニュアル」ひたちなか市教育委員会 

 

２ 主な改訂箇所 

●目次構成 

第Ⅳ章から第Ⅴ章に変更 

●特定原材料の追加（Ｐ．３） 

平成５年度にくるみが追加となったことにより，表中に追加 

※「特定原材料」とは，食品表示法において表示義務のあるもの。 

●「食物アレルギー対応における教職員の役割」の見直し（Ｐ．５～６） 

文章から表に変更 

●「家庭から持参する弁当の取り扱いについて」明記（Ｐ．１２） 

家庭で摂取し症状が出ないことが確認できたものを持参，また，本人の自己保管が原則 

●「献立作成時の留意点」の追加（Ｐ．１４） 

給食において，【使用しない食材】と【考慮して使用する食材】を記載 

●対応が必要な児童生徒のおかわりについて具体的に明記（Ｐ．１５） 

一部弁当対応や除去食がある日は，原則としてすべての給食のおかわりを禁止 

●「教室での給食対応の留意点」の見直し（Ｐ．１６） 

事前の内容を追加，給食時間の確認内容を強調 

●参考資料の追加・更新・ＱＲコードの掲載 

●各種様式の見直し（Ｐ．３４～） 

 


